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面から本症の本態究明を行なう事である｡ 実験方法は体重約 2 kg の有色家兎にモノヨー ド酪酸 25 m g/
kg l 乃至 2回静注を行ない実験的網膜色素変性症を惹起せ しめ, 更に放射性同位元素 P 32 0.2 〝C/G r を
tracer として静注, 一定時間後に家兎を屠殺し網膜 ･視神経を摘出した｡ 試料の燐酸化合物分析は Sch一
m idトT hannhauser 法に準じて行ない, 各燐酸化合物の燐量測定は A llen 法に拠った｡ 各燐酸化合物に
就いて G eiger-M 山ler counter を使用し放射能測定を行なった後, 比放射能を算出し各画分の燐酸代謝
の動態を正常家兎網膜 ･視神経の燐酸代謝と比較観察し次の結果を得た｡
1 ) 正常網膜で営まれる酸溶性燐, 燐蛋白燐の P 32 uptake は極めて高く, P 32 turnover も旺盛であり
解糖 ･酸化代謝, 燐蛋白代謝が極めて旺盛で視機能保持に対する重要なエわ レギ- 源なる事が示された｡
燐脂質燐, R N A 燐の燐代謝活性は前二者より遥かに低 く, D N A 燐は全 く不活性であり燐代謝面に於い
て動的様相が殆んど認められなかった｡ モノヨー ド酪酸 25 m g/kg 負荷によって惹起された実験的網膜色
素変性症眼網膜では全燐酸化合物に燐酸代謝活性の低下を来たし, 就中酸溶性燐, 燐蛋白燐は極わめて高
度の活性低下を来たし視機能に対する重大な障害が推定された｡ 叉同時に試みた網膜動作電流測定実験で
は極めて高度の網膜変性が実証された｡ モノヨー ド酪酸 25 m g/kg 2回負荷せる場合, 全画分とも最早や
殆んど燐代謝活性消失の状態になる事が認められた｡
2 ) 正常家兎視神経の燐酸代謝実験の結果を正常家兎網膜のそれと比較すると, 各燐酸化合物ともに網
膜に比 し代謝活性は低かったが, 網膜に於けると同様酸溶性燐, 燐蛋白燐の燐代謝活性は他画分に比 し著
しく旺盛であり視覚伝導機能と密接な関係を有する事が考えられた｡ モノヨ- ド酪酸 25 m g/kg 負荷を行
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ない実験的網膜色素変性症を惹起せしめた場合, 全画分ともに燐代謝は低下 し特に酸溶性燐, 燐蛋白燐の
活性低下が著明に認められた｡ 叉同試薬 25 m g/kg 2回負荷せる際には視神経の燐酸代謝活性は殆んど失
なわれた事が認められた｡
以上要約するとモノヨード酎酸は網膜 ･視神経で営まれる燐酸代謝に極めて高度の睡害を与え, 就中正




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
家兎にモノヨー ド酪酸 25 m g/kg l ないし2回注入 し実験的網膜色素変性症を惹起せしめたのち, 放射
性同位元素 P･320.2 FIC/G r を注入, 網膜 ･視神経を摘出し, それぞれに含まれる各種燐酸化合物の燐酸代
謝の動態を観察し, 同時に正常家兎網膜 ･視神経のそれと比較検討を行なった｡ 摘出した試料は Schm idt
-T hannhauser 法により燐酸化合物分析を行ない｡ A llen 法により各燐酸化合物の燐量を測定, さらに
G eiger-M n ller counter により放射能測定を行ない比放射能を算出した｡ 正常家兎においては網膜 ･視神
経ともに酸溶性燐, 燐蛋白燐の P 32 摂取は他の燐酸化合物に比し著しく高かく旺盛な燐酸代謝が営まれて
いた｡ これに反 し実験的網膜色素変性症眼の網膜 ･視神経においてはこれら化合物の燐酸代謝は P 32 注入
後24時間にわたり著明に低下 し, 網膜 ･視神経の荒廃, 視機能障害と酸溶性燐 ･燐蛋白燐の燐酸代謝障害
の問に密接な関連性が認められた｡ ちなみに変性症眼の眼底所見, E ･R ･G 所見を参考試料として観察し
たが, 後者において著明な障害をみた｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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